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屈折を治そう（ヨハネ5：1-9）
　
いつもいいことばかりであれば、なんと幸いでしょう。けれども、人生はそんなに甘くはありません。私たちが生きていくときに、うまくいくとき、思いどおりになるときと、その反対のとき、逆に苦しみのときなどが一緒に混ざって人生を歩いているのではないでしょうか。うまくいくときよりは、全体を考えて見たときに、苦しい時、苦しみに遭った時の方がより大事な重要なときであると思います。しかし、ほとんどの人がその苦しみの前で崩れ落ちてため息をして、より人生そのものがややこしくなっていくものです。先週も申し上げましたように、私たちには辛く痛いでしょうけれども、苦しみのときは神様が与えられましたチャンスなのに、それをそのように捕えない場合には、崩れ落ちてため息をついてより悪い方向にどんどん入っていくようになるものです。ですから、苦しいものがなければいいなという思いは十分わかるのですが、私たちが生きている間にはそれとともに歩むものですから、考え方を変えて苦しみは当然あるものなのですが、それを今までどおりではなくて神の目線から違う角度で理解しようというトライすることが大切なものだと思います。そうでないと結局、苦しみそのものは様々な問題とともに人を屈折させるものになります。チャンスだということが分かっていないと、苦しみそのものを自分の理解をはるかに超えて、神様の目線から理解しないと、結局、その苦しみによって屈折させられます。

まず第一に、その人の考え方、考えそのものが屈折してしまいます。だから、いつも自分の今の辛さ、今の苦しみ、今の大変さなどを何かのせい、誰々のせいにしてしまいます。それが考えの屈折です。苦しみが何なのかを本当に理解しないと。人によって苦しみの形態はそれぞれ違います。病気の苦しみもあるし、特に今日の聖書に紹介されているように、38年間、その苦しみが長引いている場合もあります。そういう時は、人をより屈折させます。ですから、ぜひ礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、苦しみそのものを聖書に基づいて正しく理解し、今まで自分の頭の中にあった理解をチェンジして取り換えていただきたいと思います。そうでない限りは、どんなにすばらしい薬を飲んでいても治りません。考えそのものが屈折しているのですから。それが苦しみの力であり、悪い意味の苦しみの威力です。その苦しみの裏で目に見えない暗やみの力がそれを動かして操っているのですから。神様は、それをチャンスとして許していらっしゃいます。しかし、知らないといつも何かのせい、誰かのせいにしてしまいます。特に自分の周辺のせいにしてしまいます。一番、身近な身の回りの人は家族です。そして、一番、短いのは親子の前に夫婦の間で、旦那のせい、奥さんのせい、あるいはお父さん、お母さんのせい、子どものせい、舅、姑のせい、嫁のせいとか、身の回りの家族、周辺の人のせいによってこうなってしまったと思います。
今日の聖書には、38年間、病気を患い、いろいろな工夫をしてみましたが治らないで、最後の頼みとして、噂に来たどこかの池の周辺に来ていました。そこにイエス様が訪れて来られて、「治りたいのか」と聞いたときのその人の返事を見ると、会話が成り立ちません。屈折していると会話が成り立ちません。治りたいのかとなると「治りたいです」「いや、いらないです」という返事が普通なのに、その質問とはまったく違う返事をします。「天使が降りてきて池をかき回す時に私が早く行くべきなのに、私を助けてくれるものが周辺に誰もいないから、自分の力で頑張っていこうとしても先に誰かが入ってしまい、チャンスが私にはありませんと言います。治りたいのかと聞いたのに、不平不満がばばばっと出ます。なぜでしょうか。その人が悪いからではありません。屈折しているからです。本人も知りません。「なぜ神様はこのような苦しみを許したのだろうか」と問いかけない限りは、「なぜこんな苦しみが、なぜ私にこんな大変な問題が」と思っている限りは屈折するしかありません。だから、質問を変えてください。「なぜ私にだけこういう問題があるのか」ではありません。「なぜ神様は、私にこういう問題を許されたのだろうか」です。そこには必ず良い計画があるわけですから。この人は誰も私を助けてくれるものがいないから。そして、自分で一生懸命、頑張るとしても、力がないから自分のせいにしてしまいます。苦しみにはいろいろな形態があると申し上げました。自分自身の苦しみがなくても、家庭内に様々な問題があったときに、それがまた精神的なプレッシャーになる苦しみもあります。親が離婚してしまったり、そこで自分一人で寂しい思いをする。それもひとつの苦しみです。兄弟と比較されることによっていじめられる。ときには誰にも言えないでしょうけれども、虐待を受ける場合もあります。そのような苦しみもあります。また、学校で成績、成績とばんばん言っているのに、努力しても成績が上がらない、頭が悪い。それで苦しむ場合もあるわけです。いろいろな苦しみがあります。それを周辺のせいにしてしまったり、あるいは、自分が悪いから、元々、自分はこんなものだから。だめな人間だからと自分のせいにしてしまったり、周りの環境のせいにしてしまったりします。それがまったく100％嘘ではなくても，それはその人の考えがもうすでに屈折しているからです。何かのせいにするということはしょうがないと思うかもしれません、内側を見ると、自分は気づいていないでしょうが、屈折している結果です。ですから、苦しみというものは考えを屈折させることによって、結局は、その人の感情そのものも屈折させます。ここが一番、難しいやりにくいところです。感情そのものが傷ついて、傷ついた感情になってしまいます。そうすると人は考え、理性の前に、感情によって先に動いてしまうものなので、自分はそんなつもりはないのですが、もうすでにその人の内側が、感情そのものがそのように曲がって屈折しているので、その通りに流れるしかないのです。そこを治さないといけません。だから、今日の38年間の病気の人のように、口から出るのはいつも癖のように不平不満、つぶやきばかりなのです。否定的な発言しかありません。本当に周りに否定的なことばかりだからなのかというとそうではなくて、その人の感情がそのように傷ついて屈折しているからです。

それから、屈折している感情から出る代表的なものが何かというと言い訳です。言い訳です。これだから、このせいで、こういうわけだから。それで少しは自分が逃げる道を確保することができるかもしれませんが、その人は治りません。人生は変わりません。そして、その感情というものは、結局、どんどんエスカレートしていて、憎しみや恨みつらみのような感情に捕らわれるようになるし、結局、その人は否定的な自我の塊になって固まってしまいます。ちょっとしたことでもいつも罪責感を抱えて、劣等感の塊になるし、何事にも自信を持つことができないようになります。だから、それを少しでも和らげるためには、誰かのせいにして、言い訳を握るしかありません。でも、そうしている間にどんどん、その人の人格、正確、人柄、品性などがどんどん壊れていくようになります。なぜでしょうか。苦しみそのものを正しく理解していないと、そうなってしまいます。最終的には、ため息ばかりの人生を歩くようになります。実際、内側の感情が屈折している場合には、肉体的にもため息が出るのです。そうしたからではなく、精神的に感情的にそういう状態なので、肉体的にもそれにつられてそうならざるをえません。人間は、普通に長い安定した呼吸によって健康が維持できるものなのに、その反対の場合、ため息などを吐くと良いものは全部出てしまい、悪いものばかり入ってしまいます。でも、そういう状態になって、体もどんどん壊れていくようになります。それが今日38年間、長く病気を患っていた人から見られることです。考えが屈折して、その後に感情的に屈折して、これが長引いてしまうと正しく普通に常識的に分別して判断することができなくなります。つまり、何かに執着する方向に行きます。でも、それは執着であって、本当の希望があるところ、本当に治るところではないのに構わないのです。とにかく良くなるのであれば、これだけです。ですから、それが本当に良いのかどうかを考えられる、わきまえられる力も余裕もないし、とにかく良いよと言われると、その噂を耳にして耳がものすごく軽くなるのです。こっちにあっちにそういうことに対していつも右往左往するようになり、結局、執着してしまいます。とんでもないところなのに、そちらに引っ張られるようになります。
この間もある先生方とお話をしているときに、なぜエリートの人々がオウム真理教のようなところに入って命をかけたのかという話が出ました。もちろん、洗脳されるわけです。でも、きっかけはエリートなのですが、そのエリートの裏に今申し上げましたように屈折したものを隠して、その反動によって一生懸命、頑張ったのです。エリートという包装紙をかぶっているだけであって、内側は屈折しているのでオウム真理教のような普通に考えるところとはまったく違うところなのに、そこに希望があるのだろうと思って行くのです。そして、結局は、洗脳されるようになります。中毒も一種の洗脳です。この間もテレビを見ていたら、XJapanのトシという人がそういうところに行って、結局、今は出てきたのですが100％は今も言えませんというほど洗脳というのは難しいのです。洗脳が難しいのではなくて、洗脳されるようにもうすでに屈折していたので、それとくっついたわけなので、その屈折の部分を治さない限りは洗脳が中々、解けません。解けたとしても、その人が幸せとは言えないのですが。その人は自分のあごが出ているということでコンプレックスになっていました。でも、本当はあごが出ているからではなくて、これから申し上げますが、生まれたときから皆そういう問題を抱えて生まれていて、それがきっかけになるだけです。それなのにあごに捕らわれていて、そんなに人気のあるロックバンドであったのにもかかわらず、一人は自殺して、一人は洗脳されるオカルト集団などに飲まれたのです。これほど屈折というものは、あらゆる苦しみというものを通して感情がそのように曲がってしまうと、何が本当にいいところなのかわきまえられないまま、そちらの方に引っ張られて執着し、つまり、希望そのものが屈折します。求めるものが屈折します。いつもこれが正しい、これがいい、これを私が欲しいと言っているのですが、全部答えにならないものばかりです。希望が屈折しているからです。このままずっと行きますと、人生はよりややこしくなり、より曲がりつつ大変な苦しみを伴うようになります。苦しむこと自体は問題ではありません。ですから、ここから神様は実はそういうつもりで苦しみを許されたわけではありません。屈折しているものを治さないといけません。

そのためには、まず、自分自身に今、与えられている苦しみを正しく理解するときに自由になり、解放されるようになります。それは、学校では教えてくれません。テレビを見ても教わることができません。聖書の他には、教えていないものです。だから、神のみことばに耳を傾けて、執着ではなく集中していただきたいと思います。そこしか正解はありません。どんなに偉いお医者さんが話していても、それは参考に過ぎないものであって、正解は聖書の他にはありません。聖書の言葉を聞くことが生きることです。その聖書は、私たちの苦しみに対してこのように教えています。その苦しみの一番の根があります。どこに根を下ろして、どこから始まったものなのか。私たちが生まれる前から、あごのときからではなくて、誰かにいじめられたその時からではなくて、根が深いのです。聖書を見ると、創世記1：2を見ると、暗やみ、混とん、むなしさと書いてありますが、人間が創造される前に、世界が造られる前からこの問題はありました。歴史は長いでしょう。そこに根を下ろしているのです。そして、その暗やみ、混とん、むなしさはサタンが操る力なのですが、それがどこに入って働くようになるのか、どこから始まったのかというと、アダムのときからです。これがアダムを迷わして、アダムを攻撃して、アダムを倒してしまいました。何がでしょうか。暗やみ、混とん、むなしさという力が、アダムが罪を犯すようにして、神様のことを無視することによって、神に背いて悪魔に聞き従うように、神さまを裏切るようにすることによって、暗やみ、混とん、むなしさの力に捕えてしまったのです。だから、今、私たちが経験してみている苦しみというものは、そのアダムのときに根を下ろしているのです。根がどれほど深いか分かりますか。今、目の前に現れる雑草で根が浅いものはすぐに取れるのですが、雑草は小さくても根がものすごく長く深いものはどんなに撮ろうとしても取れないし、切ったとしてもまた出てきてしまいます。それが私たち苦しみです。うつの苦しみであれ、癌の苦しみであれ、家族関係の苦しみであれ、精神的なものであれ、肉体的なものであれ、すべての苦しみが同じです。元々、人間はそのような苦しみのない尊い幸せな神のかたちに造られた者でした。しかし、暗やみ、混とん、むなしさという力によって、これがアダムのときに現れてアダムを倒して、その暗やみ、混とん、むなしさという世界の基が置かれる前からあったその力がそれぞれの家系を通してずっと流れています。長い間の家系、そこに偶像崇拝や様々な令弟な問題などを繰り返し、繰り返し、積み重ねてそこに根を下ろしています。何を意味するのでしょうか。この苦しみは、最初から自分ではどうにもならない解決不可能なものなのです。そこを理解しないといけません。そして、それが私にはどのように現れたのかというと、聖書には生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたとあります。私が生まれたときから何かがある前にその問題を抱えて生まれて、何かがきっかけとなってそれが症状として現れているだけです。苦しみも聖書が教えているとおりに認めて受け入れないといけません。このお話をしてあげるために教会が存在します。そのためにクリスチャンの皆さんがこの世に存在して、教会が存在するわけです。他の一般の話は国会でも聞けるし、大学の講義のときにも聞けるのです。医学の専門の知識はお医者さんに、政治の話は政治家に聞けばいいのです。お金の話は経済家に聞けばいいのです。しかし、このお話はあります。苦しみがどこに根を下ろして、どこから始まって、どんなものなのか。誰も教えることができません。そして、苦しみがそこに根を下ろして、苦しみの具体的な原因は、私たちが神様から離れたところにあるのです。なぜ暗やみ、混とん、むなしさの力に捕らわれるようになったのか。光であられる神様から離れてしまったので、その結果、どうにもならない罪に捕らわれて滅びる運命の勢力に捕らわれるようになったのが苦しみの原因です。神から離れ運命に捕らわれている私たちをサタンが捕えて、この苦しみを与えるのです。だから、サタンのしわざなのです。これが原因です。つまり、苦しみの解決は、今日、聖書に紹介されている38年間の病気の人のように、池がかき回されるときに入るとか、そういうところにあるものではあります。今まで私たちが苦しみの解決のために求めていた者にあるのではなくて、どこに根を下ろして何が原因なのかを本当に分かったとすれば、苦しみの本当の解決はキリストしかありません。キリストは、神様から離れた私たちが神様とまた一緒になるためのいのちであり、キリストは、罪に捕らわれている私たちの罪を完璧にきよめられる方であり、キリストこそがまことの王様として悪霊を操っている悪魔の頭を踏み砕いて勝利できるまことの唯一の王様です。そして、そのことのためにご自分のいのちを犠牲にして十字架で死なれて勝利された証拠として、3日目によみがえられて死と悪魔の力と運命の力を完全に打ち破って復活なさって勝利なさいました。そのキリストだけが唯一の解決です。そして、今日、38年間の病気の人を訪れていらっしゃいました。そのイエス様がキリストです。ですから、苦しみの解決は誰かのせいとかどこかにあるものではなくて、キリストの方にしかありません。キリストの十字架こそが私の苦しみの解決です。他には方法がありません。解決不可能なものです。だから、私たちの方からは、キリストが解決であり、解決されましたイエスがそのキリストで、イエス様が十字架においてその苦しみをすべて解決されましたことを信じるときに解決されます。執着ではありません。苦しみから逃げるために執着して暴れてもがくことが解決ではなくて、イエス・キリストを信じる信仰こそが解決です。これが分かっていないと屈折は治りません。苦しみを正しく理解し静まって、このイエス・キリストを救い主として受け入れるようになり、それから、大切なのは今まで自分で理解していた苦しみ、それを正して整理して行くことが大切です。

屈折を治していくこと、その時に次のステップの門が開かれます。今までの人生はもがき苦しみ、そのエリヤの中で右、左と行ったり来たりするだけであって、次がありませんでした。いつもそこでウロウロしていました。年を取るか、時間が流れるかは関係ありません。ストップしているのです。屈折が治らないから。しかし、イエス・キリストが解決であり、苦しみの答えであるということが分かって、すべてを捨ててイエス・キリストを受け入れたのであれば、そこで整理しないといけません。整理することによって、次の整理が始まります。
このように整理しないといけません。今まで何かのせい、誰かのせい、何々のせいだと思っていた。けれども、そうでは鳴ったのだね。本当はキリストのことが分かっていなかったので、キリストと出会っていないからだったのだねと根本的に整理し直さないといけません。そのようにすることを悔い改めると言います。今まで私はお母さんのせい、友達のせい、テレビのせい、ゲームのせい、いじめのせい、先生のせいなどと言っていたのですが違うのだね。勇気をもって自分自身の思いに、考えに、感情の方にぶつけて言い聞かせて叫んでみてください。今まで私は今の苦しみをこのせい、あのせいと逃げようとして、それを支えにしてきました。それを全部崩してそうではなかったのだね。キリストを知らなかったからと整理し、もう一歩進んで、誰かのせいではなくて神様がまことの幸せを与えようとして許された者なのだね。偽物の幸せから抜け出して、偽物の幸せを求めていた偽物の人生から抜け出してまことの幸せを与えようとして神様が許されたものなのだねと、考えの方から整理しないといけません。そうしないと屈折している考えが治りません。誰かのせいではありません。何かのせいではありません。キリストと出会っていないからです。私は小さい時から母親が早く死んで、家庭内で父親が暴力をふるって、家に入りたくない雰囲気なのでそうだと思っていました。嘘です。そう思っている限りは、頑張るか頑張らないか関係なくずっと屈折しているままです。キリストと出会って分かりました。自分がキリストを知らないからだったと。逆に言うと、神様は本当のキリストと出会ってまことの幸せ、物、人の愛情では得られない本当の幸せを与えようとしてそういうことを許されたのです。私が気づいていなかっただけです。気づかないときには苦しみしかありません。だから、整理しましょう。キリストを知らなかったからです。

そして、その整理とともに吟味しながら、あまりにも習慣になっているから気づかないかもしれませんが、自分の内側で屈折している部分を否定する作業に入ってください。今まで誰かのせい、また不平不満、何かに執着して求めていたことに対して、これは間違っていたのだね。いらないものなのだね。だまされたものなのだね。これは損になるものなのだねと否定しないといけません。これが戦いです。勇気をもってやってください。

そして、最後に今まで否定的な自我に固まっていた内側の屈折しているものを祝福の自我に取り換えるようにしましょう。私はだめな人間ではなくて、神に選ばれた者、尊い者、最高に幸せな者、最高に生きる価値ある者、この世が求めている者、時代が求めている存在、私は最高の希望を抱えて、希望を歩いている者です。いつ死んでも天国に行けるようになっているから。それだけではありません。皆さんを通して、神の国が臨まれ、イエスの光が輝くようになる未来が備えられています。感情的にはすぐについて行けないでしょうが、これが神様のおっしゃることであり、キリストを通して発見する自分なので、自分自身に歯を食いしばってでも、私はこういう者なのだ、私は幸いな者なのだとずっと言い聞かせることです。それと違う話は全てどんな話でもサタンのささやきです。100％誓います。事実であれどうであれ関係ありません。サタンのささやきです。サタンは最初から偽りのものであり、偽りの父であり人殺しであり、私たちを滅ぼすために存在するものなのです。神様は、ひとり子をお与えになったほどに世を愛して一人でもそのイエス・キリストを信じる者が滅びることなく永遠のいのちを持つことを望まれて実行される方です。神は愛なり。
もう一度、先ほども申し上げましたが、質問を変えてください。なぜこんな苦しみが、なぜこんな問題が、こんな辛いことがと問いかけている限りは答えはありません。そこに神様を指し込んでください。なぜ神様がこのような問題を許されたのだろう。なぜ神様は私に、私を愛しておられる神様がなぜこのような苦しみを許されたのだろう。この質問に変えてください。そのときに屈折していたものが正されて治るようになります。そうすると皆さんは今までの苦しみがすべて土台となって、苦しんでいる多くの人を助ける尊い人生を歩けるようになります。誰であっても同じなのです。これからはそういう意味で毎日、十字架の前に自分を立たせてください。その十字架こそが、皆さんの苦しみが解決されて終わったところなのです。その十字架こそが、今まで私が間違っていた屈折していたところを発見するところなのです。そして、その十字架こそが十字架とともに死んで新しく生まれた自分を発見するところです。だから、十字架の前に自分自身を立たせて、苦しみが終わったということを確認し、今までキリストを知らずに間違っていたと屈折をいつも修正しながらキリストともに十字架で死んで私は新しく生まれたのだと、その新しい自分を発見するようにしてください。それから、毎日、みことばの前で、みことば以外はすべて私たちを惑わして、私たちに偽りを語るものなので、それに黙れないためには、詐欺にあわないためには、みことばの前に毎日立ってこのようにしてください。ああ、なるほどと。なるほどは何でしょう。今まで私には屈折していたもの、間違っていたものがあるということをいつも大前提にして、なるほど違うのだね。なるほど、神様がおっしゃるのは違うのだねといつもなるほどになるように。それから、なるほどになったときには、これからは誰かのせいにしない。つぶやきも間違っているからしない。でも、中々、実行できないときに握るのが聖霊充満です。私はそうする必要がありません。けれども力を与えて、誰かのせい、何かのせいにしないようにしてください。心と思いを守ってください。みことばを信じます。そして、毎日、同じ言葉のように思っても繰り返し、繰り返し、やってください。すぐに効果が現れなくても。なぜなら、これは長引いている屈折というものなので、一瞬で治ったりしません。そういう覚悟で繰り返し、繰り返し、そうするようにしましょう。それをまとめて申し上げると、聖餐の告白をただの告白、暗記ではなく、それを皆さんの苦しみ、様々な状況、問題に対して、解答として告白するようにしましょう。聖餐の告白の解答化を頑張っていただきたいと思います。
そして、最後です。皆さんの周辺に苦しみによって屈折している人々が見えてくるようになると思います。彼らに苦しみの本当の真実を知らせるために、そういう思いで祈ってください。
祈り)

恵み深い天の父なる神様。神様はまことの幸せ、本当の価値ある人生のために私たちに苦しみを許してまで導いていらっしゃることを教えられました。しかし、知らないでいると、苦しみが何か分かっていないと苦しみのよってあらゆる部分が屈折して、人生様々なことが曲がり、そして、苦しみが増すようになるということを教えられました。今日のメッセージを握って、兄弟姉妹が苦しみと向き合い正しく整理して、心から感謝することができるように主が助けてください。神様の恵みを心から感謝します。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
1

